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　一〇月ニ六日から二八日の三日間、高野山会館において「第一七回水郷水都全国会議紀の国大会」が開催されました。「紀伊丹生川ダム建設を考える会」をはじめ、関西のダム建設について疑問や見直しを求める運動をおこなっている六団体が主催し、「流れる水は生きている」をテーマに川とダム建設について議論し合いました。この会議にはのべ三六〇人余が参加しました。

　「水郷水都全国会議」は、一九八四年に「第一回世界湖沼環境会議」が大津市で開催されたのをきっかけに、その日本版として翌年に「第一回水郷水都全国会議」と銘をうち、松江市で開かれたのがはじまりで、以来一七年間続けられてきたものです。今回の会議の事務局は「紀伊丹生川ダム建設を考える会」が担当しました。

　今回の会議は、分科会をやめて全体会一本にしぼり、ダム建設に伴う治水の研究者や森林の研究者などによる講演やシンポジウムなどをおこないました。

　日本の治水はダムに頼っていますが、本当にそれで大丈夫なのでしょうか。ダムは河川の障害物となり、大雨が降った場合にダムが持ちこたえられないなどの理由からダム湖の水を放出して、下流で洪水による水害を生じさせることもあります。また、ダム建設は、自然環境を破壊し、


　和歌山市生活環境部は一〇月末、和歌山市園部の紀ノ川河川敷付近で産廃処分をおこなっている(有)正和興業に対して、次の四点について改善策を指導しました。

(1) 搬入された産廃の山積み状態の改善および飛散・悪臭防止。

(二)焼却灰の野積みをやめること。

(三)夜間の大量燃焼をやめること。



壊された自然が元に戻らないという大きな欠点もあります。

欧米では、近年、二〇世紀の「ダムによる治水」から脱却

して、ダムに頼らない治水対策にのりだしています。森林の保水作用を活用して治水に役立てる「緑のダム」は、山間地域の育林事業を活性化させ、森林の面積が多くを占める和歌山県のようなところでは「失業対策」にもなり、実現可能で有効な事業となるでしょう。

　今回の会議では、最後に「二〇世紀は自然を破壊した世紀だった。百年かかって壊した自然は、市民の運動や思いがあれば、百年もかからずに回復する。これからも力を合わせていこう」という力のこもったアピールを採択してお互いの決意を誓い合いました。

　なお、この会議の全容は「水郷水都全国会議・紀の国大会報告集」に収録されています。一冊一五〇〇円です。玉川峡自然ガイドマップ(三〇〇円)、絵葉書五枚セット(四〇〇円)とともに、ぜひお求め下さい。お申し込みは「考える会」事務局(電話＆FAX〇七三六・三六・〇六六〇)へ。

　また、「紀伊丹生川ダム建設を考える会」の活動など詳しくはホームページをご覧下さい。

　　http://www5a.biglobe.ne.jp/~kiinyu/
(四)生コンかすの奥の黒いものの実体は何か。

　これは、「有功の環境を考える会」(原通範代表)の申し入れにもとづいておこなわれたもので、正和興業は市の指導に対して、焼却灰の野積みや夜間の焼却はしないなどと回答しました。しかし、現実には、殆ど改善されていないため、和歌山市は夜間焼却や排水調査などを至急おこなうと住民に約束しています。

　松枯れ対策で申し入れ

　日高地域公害研究会(瀬戸幸作代表)は一一月七日、成瀬美浜町長に対して、煙樹ケ浜の松枯れ対策で要望書を提出しました。会は、安易な伐採や自然破壊につながる農薬散布などでなく、十分な調査研究によって主原因を明らかにして、それにふさわしい効果的な対策をおこなうよう求めています。

産廃処理場予定地で生物調査

　御坊市名田地区の産廃処理場設置に反対している愛郷会は一一月八日、処理場が予定されている地域の生物調査をおこないました。

　恒例のバザー

　いずみ山系の開発を考える会(牧岩男代表)は、一二月一日、和歌山市内の有功地区自治会館で恒例のバザーを開催します。この催しは、同会が運動を支えるために一一年間続けて行ってきたもので、毎回、好評を得て、活気に満ちた、楽しい催しとなっています。
















　　　　環境運動ネット・和歌山


　この会は、環境を守る県下の住民運動の発展をめざし


みんなで交流し合い、学び合うための組織です。環境問題に関心のある方なら誰でも入会できます。まだ、入会


の手続きをとられていない方もこの機会にぜひどうぞ。


また、お知り合いにもぜひ声をかけて下さい。


お申し込みは会の事務局まで


　　　和歌山市湊通丁南１の１の３　名城ビル


　　　和歌山県地域・自治体問題研究所気付


　　　　℡／ＦＡＸ　０７３－４２５－６４５９


　　　　Ｅメール　　� HYPERLINK "mailto:t.sakoda@h5.dion.ne.jp" ��t.sakoda@h5.dion.ne.jp�


◆年間会費　　一口１，０００円　　　








